
電⼒⾒える化システムで
⼯場設備の電⼒消費量を⼀元管理

１.⼯場で使⽤している電⼒量を測る ２.測定データの収集

まずは各設備が「いつ」「どのくらい」
の電⼒を消費しているのか計測すること
が必要です。電⼒測定のために電⼒セン
サーを取り付けます。

各設備の計測した電⼒消費のデータを
WICONを通し、サーバーへアップします。
WICONを使⽤することでバラバラだった
データを収集することが可能になります。

３.ダッシュボードで電⼒消費トレンドを把握 ４.電⼒使⽤の最適化

収集したデータを直感的に把握できる
ダッシュボートで「⾒える化」します。

電⼒消費トレンドの把握ができたら、
その内容に合わせ対応を⾏います。

収集したデータを直感的に把握できるダッシュボートで
「⾒える化」します。

データを蓄積することにより⼯場内における電⼒消費のト
レンド（いつ・どこで・どのように電⼒が消費されている
か）が分かるようになります。

最⼤デマンドや消費量の激しい設備等が分かれば、その部
分を重点的に対策していきます。

例１：エネルギー効率の向上
効率の低い機器を効率の⾼い機器に置き換えることで、
同じ⽣産性を維持しながら電⼒消費を削減。
例２：定期的なメンテナンス
機器のメンテナンスを定期的に⾏うことで、効率の低下や故障に
よる電⼒の無駄な消費を防ぐ。
例３：システムの最適化
⽣産設備の運⽤スケジュールや設備の配置など、⽣産システム全
体を最適化することで無駄なエネルギー使⽤を減らす。
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お問い合わせはこちら

⼯場の電⼒⾒える化システム 導⼊から改善のご提案まで

現地調査を⾏い現状を把握します。また、現場での問題点やお悩みについてヒアリングを⾏います。
顕在化された問題点だけでなく、潜在化された問題・課題も「⾒える化」いたします。

①ヒアリング・現地調査 ②調査結果の分析 ③お客様と協議 ④改善のご提案

お客様の環境に合わせ、様々な課題解決をご提案いたします。

産業⽤ビックデータ分析、
クラウド基盤のICT融合型
スマートファクトリープ
ラットホーム

ハードウェア「WICON」＋
ソフトウェア「WIM-X」で構成

IoTデバイス「WICON」
でデータ収集

IoTデバイスWiconは、多様な測定セ
ンサーと接続し、設備に取り付ける
だけで⾃動的に設備のデータをリア
ルタイムで収集及び伝送します。

ソフトウェア「WIM-X」で
⾒える化

WimXはビックデータ分析技術を基盤
でリアルタイム、イベントアラーム、
分析レポートを含めマシンラーニン
グまで提供し、効率的な⼯場管理が
出来ます。


